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豊
橋
市
の
友
好
提
携
都
市
、
江
蘇
省
南

通
市（
中
国
）。
2
0
0
3
年
度
よ
り
、
両

市
は
専
門
分
野
に
お
け
る
研
修
の
受
け
入

れ
や
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
11
月
、豊
橋
市
産
業
部
（
農
政
課
）、

生
産
者
、
J
A
職
員
で
構
成
す
る
農
業
分

野
訪
問
団
が
南
通
市
を
訪
問
し
た
。

南
通
市
の
農
業

（
農
業
局
を
訪
問
）

稲
作
を
中
心
に
ナ
タ
ネ
、
ソ
ラ
マ
メ
、

綿
花
等
を
年
2
〜
3
回
栽
培
し
て
い
る
。

イ
チ
ゴ
栽
培
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
6

割
が
露
地
栽
培
で
主
に
加
工
用
の
ジ
ャ
ム

に
使
わ
れ
る
と
い
う
。

南
通
市
は
2
0
1
0
年
に
農
業
の
生
産

高
を
2
0
0
億
元
、
農
家
の
個
人
所
得
1

万
元
を
目
標
に
し
、
環
境
問
題
に
も
力
を

入
れ
、自
然
と
人
の
共
生
を
目
指
し
て
い
る
。

2
0
0
5
年
に
南
通
市
環
境
保
護
局
副

局
長
と
し
て
来
豊
し
た
楊
副
市
長
は
「
豊

橋
市
の
農
村
部
の
環
境
保
全
を
参
考
に
し

て
い
る
。
現
在
ゴ
ミ
を
利
用
し
た
発
電
を

検
討
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

南
通
市
農
業
局
が

取
り
組
む
重
点
事
項

1
・
生
産
拡
大

稲
作
を
中
心
に
栽
培
面
積
の
拡
大
を
め

野
菜
研
究
所

農
場
に
お
い
て
は
、
野
菜
、
花
の
新
品

種
導
入
の
た
め
の
育
成
試
験
を
行
っ
て
お

り
、
洋
蘭
や
菊
の
苗
、
野
菜
で
は
チ
ン
ゲ

ン
サ
イ
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

ピ
ー
マ
ン
や
唐
辛
子
な
ど
多
年
生
野
菜
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
加
温
は
石
炭
を
使

用
し
て
い
た
。

中
華
人
民
共
和
国

江
蘇
省
南
通
市

場　
　

所　

上
海
よ
り
北
へ
1
2
0
㎞

人　
　

口　

約
7
8
0
万
人

面　
　

積　

8,
0
0
1

農業検査センター

石炭で加温 野菜栽培 イチゴ栽培 洋ラン栽培

野菜研究所

特集◎中国農業の現状

豊
橋
市
専
門
分
野
研
修
員
が
南
通
市
を
訪
問

ざ
し
て
い
る
。

2
・
品
質
管
理

農
業
検
査
セ
ン
タ
ー
で
農
薬
登
録
、
使

用
量
、
生
産
品
の
残
留
農
薬
検
査
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

3
・
農
家
所
得
の
向
上

個
々
の
農
家
に
対
し
て
新
技
術
の
普
及

を
行
っ
て
い
る
。
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市
内
繁
華
街
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

米
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
多
く
の
商
品
が

山
の
様
に
積
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
牛
蛙

や
ス
ッ
ポ
ン
が
ケ
ー
ス
内
で
生
き
た
ま
ま

売
ら
れ
て
い
る
。

出
稼
ぎ
農
家

レ
タ
ス
を
栽
培
す
る
農
家
は
、
山
岳
地

帯
か
ら
働
き
に
来
て
い
る
人
が
多
く
、
栽

培
区
域
が
割
当
て
ら
れ
て
い
る
。

住
居
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
菰こ

も

を
か

ぶ
せ
た
簡
単
な
物
で
あ
っ
た
。

ま
と
め

今
回
訪
問
し
た
南
通
市
で
常
に
視
界
に

入
り
込
ん
で
く
る
の
は
、
平
坦
な
土
地
に

ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
高
速
道
路
と
高
層
ビ
ル

等
建
設
用
ク
レ
ー
ン
。
ま
だ
ま
だ
建
設
ラ

ッ
シ
ュ
の
よ
う
で
あ
る
。

若
者
た
ち
は
、
農
繁
期
以
外
は
ア
パ
ー

ト
に
住
み
、
工
場
で
働
い
て
い
る
。

普
段
の
農
作
業
は
機
械
を
使
う
こ
と
な

く
、
高
齢
者
が
鍬
を
使
っ
て
草
取
り
す
る

な
ど
、
の
ど
か
な
雰
囲
気
が
漂
う
。

し
か
し
、
人
口
13
億
人
と
も
言
わ
れ
て

い
る
中
国
が「
地
産
地
消
」や「
食
の
安
全
・

安
心
」
を
実
証
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
脅
威

と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
実
感
し
た
。

豊橋市と南通市の交流
（専門分野）

2003年度　南通市の太極拳指導者が来訪

2004年度　豊橋市から柔道指導者を派遣

2005年度　南通市の環境保護局職員が来訪

2006年度　豊橋市から環境部・上下水道局

職員を派遣

2007年度　南通市の農業局関係者が来訪

牛蛙 店内 商品の陳列

レタス畑と住居

上海のリニアモーターカー（中国名：磁浮）最高速度431㎞/h

特集◎中国農業の現状

豊橋市原田産業部長　　歓迎レセプション　　徐輝副市長　　
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豊
橋
市
教
育
委
員
会
は
ラ
イ
フ
ポ
ー
ト
と
よ

は
し
で
「
学
校
給
食
ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
」
を
開
い
た
。
市
内
小
中
学
校
か
ら
4
8
7

点
の
応
募
が
あ
り
、
書
類
審
査
で
選
ば
れ
た
6

組
の
出
場
者
が
料
理
の
腕
を
競
っ
た
。

ア
イ
デ
ア
料
理
の
腕
を
競
う

食
農
教
育
の
研
究
発
表
会

市
立
下
条
小
学
校
は
「
食
農
教

育
」
研
究
発
表
会
を
同
校
で
行
っ

た
。
市
内
外
の
小
中
学
校
の
教
員
、

J
A
関
係
者
ら
約
4
0
0
名
が
参

加
し
た
。

6
年
生
で
は
「
最
高
の
下
条
っ

子
弁
当
を
完
成
さ
せ
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間

最
高
の
弁
当
作
り
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

弁
当
作
り
は
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
『
あ

り
が
と
う
』
の
気
持
ち
を
こ
め
た
弁
当
を

作
り
た
い
」
と
い
う
児
童
の
意
見
が
き
っ

か
け
。
地
元
食
材
や
健
康
に
こ
だ
わ
り
な

が
ら
、
盛
り
付
け
方
や
費
用
に
つ
い
て
も

話
し
合
っ
た
。

の
授
業
公
開
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
た

ち
は
、
栽
培
し
て
い
る
野
菜
や
栄
養

バ
ラ
ン
ス
、
調
理
方
法
を
手
が
か
り
に

「
い
ろ
い
ろ
な
調
理
方
法
が
わ
か
っ
て

よ
か
っ
た
」「
食
べ
る
人
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
自
信
を
も
っ
て
作
り
た
い
」

と
の
児
童
の
感
想
か
ら
は
、
今
後
の
活
動

へ
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
た
。

食
農
教
育
の
研
究
は
、
豊
橋
市
教
育
委

員
会
と
豊
橋
市
立
小
中
学
校
現
職
研
修
委

員
会
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
た
も
の
で
、「
自

信
を
も
ち
、た
く
ま
し
く
活
動
で
き
る
下
条

っ
子
の
育
成
」
を
研
究
主
題
に
2
0
0
6

年
か
ら
3
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
。

地
元
農
家
を
中
心
と
す
る
農
園
協
力
隊

の
支
援
の
も
と
、
児
童
は
米
作
り
を
は
じ

め
、
季
節
の
野
菜
、
ラ
ッ
カ
セ
イ
や
ダ
イ

ズ
栽
培
に
挑
戦
し
た
。
発
表
後
も
、
育
て

た
農
作
物
を
使
っ
て
調
理
実
習
を
す
る
な

ど
体
験
を
重
視
し
た
学
習
を
展
開
し
て
い

る
。

料
理
の
テ
ー
マ
食
材
に
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー（
J
A

豊
橋
提
供
）、
ト
マ
ト
（
同
）、
米
、
鶉
卵
の
い
ず

れ
か
を
使
う
。

出
場
者
は
「
何
度
か
練
習
し
た
け
ど
、
毎
回
味

が
変
わ
る
」、「
家
で
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
覚
え

た
。」
と
話
し
、
親
子
で
手
際
よ
く
調
理
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
地
産
地
消
推
進
活
動
の
一
環
と

し
て
、
地
元
農
産
物
を
給
食
に
取
り
入
れ
よ
う
と

教
育
委
員
会
が
企
画
し
今
年
で
6
年
目
。

試
食
し
た
審
査
員
は
「
ど
れ
も
お
い
し
か
っ
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
を
機
会
に
、
家
庭
で
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
料
理
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
講
評

し
た
。

入
賞
者
（
敬
称
略
）

豊
橋
市
長
賞

高
野　

瞳
（
石
巻
小
）「
ひ
じ
き
と

う
ず
ら
卵
の
ヘ
ル
シ
ー
混
ぜ
ご
は
ん
」

豊
橋
市
教
育
委
員
長
賞

夏
目
景
子
（
豊
岡
中
）

「
豚
肉
の
ト
マ
ト
煮
」

豊
橋
農
業
協
同
組
合
長
賞

二
村
梨
那
（
青
陵
中
）「
豚
肉
と
野

菜
と
う
ず
ら
卵
の
黒
酢
の
甘
煮
」

豊
橋
養
鶉
農
業
協
同
組
合
長
賞

太
田
皓
也
（
南
部
中
）

「
Ｗ
さ
つ
ま
ご
は
ん
」

豊
橋
市
学
校
給
食
協
会
理
事
長
賞

金
森
穂
香
（
多
米
小
）

「
ラ
イ
ス
春
ま
き
」

ア
イ
デ
ア
賞

平
野
愛
奈
（
南
部
中
）

「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
ポ
テ
ト
ニ
ョ
ッ
キ
」
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給
食
で
地
元
産
を

味
わ
お
う

地
元
農
産
物
を
子
ど
も
達
に
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
豊

橋
市
教
育
委
員
会
は
「
と
よ
は
し
産
学
校
給
食
の
日
」
を

行
っ
た
。
デ
ザ
ー
ト
に
豊
橋
産
の
次
郎
柿
が
登
場
し
た
。

市
立
福
岡
小
学
校
で
5
年
生
31
名
が
次
郎
柿
生
産
農
家

ら
と
会
食
し
た
。

児
童
は「
甘
く
て
お
い
し
い
」「
か
た
い
次
郎
柿
が
好
き
」

と
話
し
な
が
ら
味
わ
っ
て
い
た
。

J
A
豊
橋
柿
部
会
本
部
役
員
の
中
西
幸
弘
さ
ん
は
栽
培

方
法
や
出
荷
先
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。「
収
穫
時
期
に
な

る
と
、
人
と
会
う
た
び
に
柿
の
話
ば
か
り
し
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

果
実
の
肥
大
に
柿

の
ヘ
タ
が
重
要
な
働

き
を
し
て
い
る
こ
と

を
は
じ
め
、
ピ
ー
ク

時
の
出
荷
量
、
海
外

輸
出
へ
の
取
り
組
み

な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、

児
童
は
真
剣
に
中
西

さ
ん
の
話
を
聞
い
て

い
た
。

石
巻
中
生
徒
が
柿
を
収
穫

第
六
事
業
所
青
年
部
会
は
石
巻
平
野
町
の
柿
園
で
農
業

体
験
を
行
っ
た
。
市
立
西
郷
小
学
校
の
3
年
生
19
名
が
次

郎
柿
を
収
穫
し
た
。

柿
栽
培
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
、
今
回
は
5
つ

の
試
験
区
を
設
け
た
。
①
葉
っ
ぱ
を
な
く
す
、
②
ヘ
タ
を

と
る
、
③
摘
果
し
な
い
、
④
遅
れ
花
を
残
す
、
⑤
袋
を
か

け
る
、
と
柿
の
生
育
が
ど
う
な
る
か
を
一
本
ず
つ
柿
の
木

で
試
し
た
。
各
区
の
準
備
は
6
月
の
摘
果
作
業
時
に
児
童

が
行
っ
た
。

柿
の
生
育
を
見
た
児
童
は
「
葉
や
ヘ
タ
が
無
い
と
柿
が

小
さ
く
て
元
気
が
な
い
み
た
い
」「
摘
果
し
て
い
な
い
の

に
数
が
減
っ
て
い
た
」「
袋
を
か
け
た
柿
は
白
い
粉
を
つ

け
て
い
る
」
と
驚
い
て
い
た
。
部
会
員
は
試
験
結
果
に
つ

い
て
児
童
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
。

市
立
石
巻
中
学
校
の
1
年
生
1
5
3
名
は
校
区
内
の
柿

畑
で
次
郎
柿
の
収
穫
体
験
を
行
っ
た
。

J
A
豊
橋
柿
部
会
の
安
藤
恭
崇
さ
ん
の
ほ
場
に
は
、
生

徒
17
名
が
訪
れ
柿
狩
り
を
楽
し
ん
だ
。

収
穫
体
験
は
、
同
校
の
総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て

地
域
の
農
業
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
初
め
て
の
取

り
組
み
。

生
徒
は
「
柿
の
収
穫
は
小
学
生
で
体
験
し
た
こ
と
が
あ

る
」「
丸
か
じ
り
し
た
い
。
少
し
か
た
め
の
柿
が
好
き
」「
授

業
で
柿
の
ジ
ャ
ム
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
を
作

っ
た
こ
と
が
あ
る
」
と
話
し
な
が
ら
、
取
っ
た
柿
を
コ
ン

テ
ナ
に
き
れ
い
に
並
べ
て
い
た
。

安
藤
さ
ん
は
「
こ
の
地
域
で
柿
栽
培
農
家
は
年
々
減
っ

て
い
る
。
今
回
の
体
験
を
通
じ
て
将
来
農
家
に
な
っ
て
く

れ
る
子
が
出
て
く
れ
れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。

青
年
部
会
が
児
童
に

柿
収
穫
を
指
導
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J
A
豊
橋
、
J
A
愛
知
み
な
み

は
、豊
橋
市
東
七
根
町
の「
豊
橋
・

田
原
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

建
設
予
定
地
で
新
築
工
事
起
工
式

を
行
っ
た
。
両
J
A
、
豊
橋
市
、

田
原
市
、
地
域
関
係
者
、
施
工
業

者
ら
約
60
名
が
参
加
し
、
工
事
の

安
全
を
祈
願
し
た
。

㈱
J
A
あ
ぐ
り
パ
ー
ク
食
彩
村

の
白
井
良
始
社
長
（
J
A
豊
橋
組
合
長
）

は
「
長
い
検
討
を
重
ね
て
き
た
が
、
皆
様

の
お
か
げ
で
や
っ
と
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着

い
た
。
厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
い
て
い
る

が
、
食
の
安
全
・
安
心
、
食
料
自
給
率
の

向
上
、
地
産
地
消
を
進
め
る
た
め
、
2
市

2
J
A
が
力
を

合
わ
せ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

施
工
業
者
に
は

安
全
に
施
工
し

て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

施
工
業
者
は

「
安
全
な
工
事

に
心
が
け
、
工

期
内
の
竣
工
を

め
ざ
し
た
い
」

と
話
し
た
。

早
川
勝
・
豊 フ

ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
起
工
式

財
団
法
人
愛
知
県
農
業
振
興
基
金
は
メ

ル
パ
ル
ク
N
A
G
O
Y
A
で
「
第
3
回
あ

い
ち
ア
グ
リ
ア
ウ
ォ
ー
ド
表
彰
式
」
を
行

っ
た
。
技
術
改
善
部
門
で
牛
川
町
の
ブ
ド

ウ
栽
培
農
家
、
渡
辺
義
道
氏
が
受
賞
し
た
。

渡
辺
氏
は
「
種
無
し
巨
峰
」
の
大
粒
化

技
術
の
確
立
や
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
の
供

給
な
ど
高
品
質
生
産
技
術
の
普
及
に
尽
力

し
た
。
現
在
は
有
望

新
品
種
の
ブ
ド
ウ
栽

培
に
向
け
て
、
農
業

総
合
試
験
場
、
東
三

河
農
林
水
産
事
務
所

農
業
改
良
普
及
課
と

協
力
し
な
が
ら
技
術

開
発
を
行
っ
て
い
る
。

一
方
、
2
0
0
4

年
か
ら
地
元
小
学
校

を
招
き
、
ブ
ド
ウ
畑

あ
い
ち
ア
グ
リ
ア
ウ
ォ
ー
ド
に
渡
辺
氏

東
海
農
政
局
は
名
古
屋
市
内
の

ホ
テ
ル
で
「
統
計
の
日
」
記
念
行

事
を
行
っ
た
。

永
年
に
わ
た
る
農
林
水
産
統
計

業
務
の
記
帳
協
力
者
に
、
農
林
水

産
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

た
。

統
計
の
日
で
感
謝
状
授
与

橋
市
長
は
「
豊
橋
か
ら
渥
美
半
島
に
か
け

た
1
つ
の
拠
点
が
完
成
す
る
こ
と
に
喜
ん

で
い
る
。
食
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、
大
い
な
る
啓
発
の
拠
点
、
そ
し
て

新
た
な
る
発
展
の
拠
点
に
な
る
こ
と
を
願

う
」
と
述
べ
た
。

で
花
摘
み
、
摘
粒
、
袋
か
け
、
収
穫
な
ど
農

業
体
験
も
実
践
す
る
な
ど
、
産
地
振
興
と

地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。

渡
辺
氏
は
「
今
後
は
安
定
し
た
品
質
の

ブ
ド
ウ
生
産
と
で
き
る
だ
け
農
薬
を
使
わ

な
い
よ
う
に
病
害
虫
防
除
に
努
め
た
い
」

と
話
し
た
。

表
彰
者

農
業
経
営
統
計
調
査　

前
田
吉
英
（
野
依
町
）

　
　
　

〃　
　
　
　
　

尾
崎
泰
広
（
細
谷
町
）

　
　
　

〃　
　
　
　
　

伊
藤
友
之
（
小
島
町
）
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J
A
豊
橋
燃
料
課
は
J
A
あ
い
ち
経
済

連
東
三
河
セ
ン
タ
ー
で
「
第
8
回
J
A
ガ

ス
展
」
を
開
い
た
。

ガ
ラ
ス
ト
ッ
プ
コ
ン
ロ
を
は
じ
め
、
炊

J
A
ガ
ス
展

食
農
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

推
進
フ
ェ
ア

豊
橋
市
は
豊
橋
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ア
で
食

農
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
推
進
フ
ェ
ア
を
開
い

た
。
農
業
・
食
品
産
業
の
関
係
者
ら
約

1
5
0
名
が
講
演
や
パ
ネ
ル
討
論
に
参
加

し
た
。

パ
ネ
ル
討
論
で
は
「
地
域
活
力
は
農
商

工
連
携
で
」
を
テ
ー
マ
に
、
企
業
や
研
究

機
関
が
行
っ
て
い
る
連
携
の
事
例
な
ど

に
つ
い
て
説

明
・
議
論
し
た
。

会
場
に
は

78
ブ
ー
ス
の

企
業
出
展
が

あ
り
、
展
示

内
容
に
つ
い

て
様
々
な
意

見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

豊
橋
市
民
愛
市
憲
章
推
進
協
議
会
は
市

役
所
で「
第
40
回
愛
市
憲
章
実
践
者
表
彰
」

を
行
っ
た
。
憲
章
5
項
目
の
実
践
者
と
し

て
、
個
人
8
名
と
4
団
体
が
受
賞
し
た
。

こ
の
う
ち
「
わ
た
し
た
ち
豊
橋
市
民
は

よ
く
働
き
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
」
の
実
践
者
に
、
津
田
校
区
の
稲
作
農

家
、
日
比
敏
雄
さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

日
比
さ
ん
は
稲
作
の
省
力
化
に
研
究
を

重
ね
、
現
在
で
は
36 

ha
の
う
ち
23 

ha
で
直

播
栽
培
を

取
り
入
れ

る
な
ど
、

効
率
的
な

農
業
経
営

に
取
り
組

ん
で
い
る
。 愛

市
憲
章
表
彰

に
日
比
氏

飯
器
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
ふ
ろ
給
湯
器
、

床
暖
房
な
ど
最
新
の
ガ
ス
器
具
の
展
示
が

あ
っ
た
。

会
場
で
は
お
楽
し
み
抽
選
会
の
ほ
か
、

ぬ
り
え
コ
ー
ナ
ー
や
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
親

子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。
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食
育
指
導
の
研
修
会
が
開
か
れ
る

東
三
河
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普

及
課
は
東
三
河
農
業
研
修
所
で
食
育
指
導

者
研
修
会
を
開
い
た
。
豊
か
な
食
と
農
の

伝
道
者
を
は
じ
め
、
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
い
ち
の
技
人
、

地
域
農
産
物
加
工
開
発
研
究
会
員
、
豊
橋

市
農
の
伝
導
士
ら
約
50
名
が
参
加
し
た
。

講
演
で
は
「
食
育
、
今
、
子
供
た
ち
に

求
め
ら
れ
る
も
の
」
と
題
し
て
、
豊
川
市

立
東
部
中
学
校
の
伊
藤
千
枝
子
教
諭
か
ら

食
育
活
動
の
事
例
報
告
や
指
導
方
法
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

伊
藤
教
諭
は
「
担
任
以
外
の
方
を
講
師

に
招
い
た
り
、
社
会
見
学
に
行
く
と
生
徒

の
授
業
態
度
が
よ
く
な
っ
た
。
農
業
の

P
R
も
兼
ね
て
職
場
体
験
な
ど
の
受
け
入

れ
に
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

講
演
後
、
手
づ
く
り
紙
芝
居
の
会
に
よ

る
食
育
紙
芝
居
「
こ
ん
に
ゃ
く
マ
ン
」
の

上
演
が
あ
っ
た
。

紙
芝
居
の
会
の
代
表
で
農
業
経
営
士
の

杉
浦
章
夫
さ
ん
は
「
保
育
園
の
園
長
に
依

頼
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
紙
芝
居
を
始

め
た
。
そ
れ
以
来
、
畑
で
農
作
業
し
て
い

る
と
児
童
が
声
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
登
下
校
を
見
守
り
な
が
ら
地
域

の
子
ど
も
達
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

参
加
者
は
今
後
の
食
育
指
導
の
場
に
役

立
て
よ
う
と
真
剣
に
話
を
聞
い
て
い
た
。

愛
知
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
、

愛
知

県
畜
産
協
会
、
畜
産
技
術
協
会
愛
知
県
支

部
は
、
ア
イ
プ
ラ
ザ
豊
橋
で
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
県
境
防
疫
合
同
研
修
を
開
い
た
。

愛
知
、
静
岡
両
県
の
養
鶏
農
家
を
は
じ
め
、

市
町
村
、
J
A
関
係
者
ら
約
1
5
0
名
が

参
加
し
た
。

研
修
で
は
、
愛
知
県
家
畜
保
健
衛
生
所

の
職
員
か
ら
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
県
境
で
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
て
、

対
策
組
織
の
編
成
と
各
グ
ル
ー
プ
の
防
疫

措
置
や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

中
央
家
畜
衛
生
保
健
所
の
小
澤
克
敏
所

長
は
「
東
三
河
は
家
き
ん
等
の
飼
養
が
盛

ん
な
地
域
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

す
る
と
県
内
だ
け
で
な
く
、
県
境
を
越
え

た
被
害
や
影
響
が
で
る
可
能
性
が
高
い
。

両
県
の
防

疫
対
策
を

確
認
し
な

が
ら
、
衛

生
管
理
や

発
生
防
止

に
取
り
組

ん
で
ほ
し

い
」
と
述

べ
た
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

防
疫
体
制
を
学
ぶ

㈱
サ
イ
エ
ン
ス
・
ク
リ
エ
イ
ト
は
豊
橋

サ
イ
エ
ン
ス
コ
ア
で
セ
ミ
ナ
ー
「
第
3
回

ま
っ
と
や
ら
ま
い
！
農
業
」
を
開
い
た
。

生
産
者
、
農
業
関
連
企
業
の
担
当
者
ら
約

20
名
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
「
W
E
B
と
農
家
の

（°д°）
ウ

マ
ー
な
付
き
合
い
方
」
と
題
し
て
、
㈱
都

デ
ザ
イ
ン
の
清
水
貴
裕
代
表
が
W
E
B
を

使
っ
た
農
家
の
事
例
や
活
用
の
仕
方
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

個
性
あ
ふ
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
展
開

す
る
農
家
に
は
、
W
E
B
で
自
ら
情
報
を

発
信
し
て
い
る
こ
と
、
直
売
し
て
い
る
こ

と
、
常
に
挑
戦
す
る
姿
勢
で
あ
る
こ
と
の

3
つ
の
共
通
点
が
あ
る
と
い
う
。

清
水
代
表
は
「
農
業
も
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ

る
た
め
、
儲
け
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な

い
。
W
E
B
の
活
用
な
ど
今
ま
で
の
や
り

方
と
は
違

っ
た
柔
軟

な
発
想
は

重
要
」
と

話
し
た
。

（°д°）
ウ
マ
ー
な

農
家
を
紹
介
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愛
知
県
農
家
花
嫁
花
婿
対
策
連
絡
協
議

会
は
、
ホ
テ
ル
日
航
豊
橋
で
2
0
0
8
年

度
第
1
回
男
性
教
室
を
開
い
た
。
独
身
農

業
男
性
、
結
婚
相
談
員
ら
約
60
名
が
参
加

し
、
女
性
と
の
会
話
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

講
演
は
結
婚
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で

N
P
O
法
人
花
婿
学
校
の
大
橋
清
朗
代
表

が
務
め
た
。

大
橋
代
表
は
「
適
齢
期
の
男
女
の
未
婚

率
が
上
昇
し
て
お
り
、
結
婚
は
難
し
く
な

っ
て
い
る
。
一
日
で
も
早
く
本
気
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

交
流
会
の
場
で
は
男
性
か
ら
話
し
か
け

愛
知
県
加
工
用
ト
マ
ト
生
産
振
興
協
議

会
は
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
豊
橋
で
「
第
3
回

愛
知
県
加
工
用
ト
マ
ト
拡
大
協
議
会
」
を

開
い
た
。
生
産
者
、
消
費
者
、
行
政
、
加

工
業
者
ら
約
90
名
が
参
加
し
、
情
報
交
換

や
交
流
を
深
め
た
。

優
秀
な
生
産
者
や

産
地
へ
の
表
彰
が
あ

り
、
コ
ー
ミ
㈱
社
長

賞
に
鈴
木
宏
幸
さ
ん

が
選
ば
れ
た
。

講
演
会
で
は
「
国

産
加
工
用
ト
マ
ト
の

現
状
に
つ
い
て
」
と

題
し
、

全
国
ト
マ

ト
工
業
会
の
金
森
健

治
専
務
理
事
が
、
加

加
工
用
ト
マ
ト
の
生
産
・
消
費
の

拡
大
を
め
ざ
す

た
り
、
2
次
会
な
ど
に
誘
う
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
。
大
橋
代
表
は
「
会
話
を
し
な

い
の
は
失
礼
。
女
性
は
結
婚
相
手
と
し
て

『
こ
の
人
と
本
当
に
一
緒
に
な
っ
て
も
よ

い
の
か
』
と
い
う
気
持
ち
で
交
流
会
に
参

加
し
て
い
る
。
意
欲
的
に
声
を
か
け
、
相

手
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
気

持
ち
を
言
葉
で
伝
え
よ
う
」
と
話
し
た
。

講
演
の
ほ
か
、
女
性
と
会
話
す
る
と
き

の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
実
演
が
あ
っ
た
。

参
加
者
は
「
勉
強
に
な
る
。
指
摘
事
項

は
説
明
を
聞
い
て
十
分
納
得
で
き
た
」
と

意
見
を
交
わ
し
て
い
た
。

女
性
と
の
会
話
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

工
用
ト
マ
ト
の
生
産
量
や
用
途
の
推
移
、

輸
入
や
消
費
動
向
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。金

森
専
務
理
事
は
「
健
康
志
向
で
ト
マ

ト
の
栄
養
成
分
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
飲

料
や
調
味
料
の
ほ
か
、
素
材
と
し
て
加
工

用
ト
マ
ト
の
利
用
が
増
え
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

生
産
者
・
消
費
者
の
代
表
者
発
表
で
は
、

産
地
の
現
状
や
課
題
の
ほ
か
、
生
協
で
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

拡
大
協
議
会
は
県
内
加
工
用
ト
マ
ト

の
栽
培
・
消
費
を
拡
大
す
る
た
め
に

2
0
0
6
年
度
に
設
立
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
、
収
穫
コ
ン
テ
ナ
容
量
の
軽
量
化
、
収

穫
補
助
の
試
験
的
取
り
組
み
、
県
内
産
地

の
情
報
共
有
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
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大清水IC

東七根IC
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天伯 

北山 

三本木 

浜道町南 

豊橋東バイパス 

梅田川 

豊
橋

鉄
道

渥
美

線 

豊橋技術科学大学 

資源化センター 
野依小 

豊橋南高 

本郷中 

岩屋緑地 

幸小 

天伯小 

勤労福祉会館 

おおしみず 

むこうがおか 

うえた 

あしはら 

たかし 

ジャスコ 

第四事業所 
大清水支店 

野依支店 

開発相談センター 

植田支店 

本店・中央支店 
JA-SS

花き集出荷場 

天伯原支店 

岩西支店 
高師緑地公園 

浜田川 

現在、開発相談センター（曙町）で行っている

相談業務の窓口を中央支店に併設いたします。

……………………………………………………

・相談業務　　　

・農業者年金業務

………………［お問い合わせ先］………………

TEL 25－7055

FAX 25－7754

910

関
係
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、植
田
支
店
・

野
依
支
店
・
大
清
水
支
店
・
本
店
金
融
窓
口
業
務
を
含
め
た

4
店
舗
を
再
編
し
、
平
成
21
年
1
月
26
日

に
本
店
敷
地
内

の
旧
農
機
セ
ン
タ
ー
北
側
に
「
中
央
支
店
」
と
し
て
オ
ー
プ

ン
い
た
し
ま
す
。

新
た
に
誕
生
す
る
「
中
央
支
店
」
は
金
融
・
共
済
業
務
・

相
談
業
務
を
併
設
し
た
店
舗
と
な
っ
て
お
り
、
皆
様
方
に
ご

満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
愛
顧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
野
依
支
店
に
て
お
取
り
扱
い
し
て
お
り
ま
し
た
簡

易
郵
便
局
は
、「
中
央
支
店
」
に
て
引
き
続
き
お
取
り
扱
い

い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

中央支店
オープンします

月

※
植
田
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
現
状
ど
お
り
営
業
い

た
し
ま
す
の
で
引
き
続
い
て
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
現
在
各
支
店
に
て
稼
動
し
て
お
り
ま
す
A
T
M
コ
ー
ナ
ー

は
、
平
成
21
年
1
月
23
日

の
各
支
店
窓
口
営
業
の
終
了

と
同
時
に
そ
の
稼
動
も
終
了
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
平
成

21
年
1
月
26
日

か
ら
新
た
に
中
央
支
店
並
び
に
ユ
ー
ス

ト
ア
大
清
水
店
（
大
清
水
町
字
富
士
見
）
敷
地
内
に
、「
中

央
支
店
ユ
ー
ス
ト
ア
大
清
水
出
張
所
」
と
し
て
J
A
豊
橋

の
A
T
M
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
稼
動
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利

用
願
い
ま
す
。

建設中の中央支店



JA住宅ローン 
相談会開催 

詳細については本・支店窓口へ 詳細については本・支店窓口へ 

ただ今
ただ今

本　　店 ２５-９２２２ 
二川支店 ４１-０５２７ 
前芝支店 ３１-３３８１ 

12月20日（土） 
1月17日（土） 

本店・二川支店 

本店・前芝支店 

開 催 日 会　　場 

9：00～16：00
お問い合わせ先 

受付時間 

（相談者に限り） 

（相談者に限り） 

JA豊橋年金相談会開催 

事前予約が必要です。 

1月３０日（金） 

2月9日（月） 

2月１３日（金） 

大崎支店 

石巻支店 

福岡支店 

２５-２０３９ 

８８-１２１１ 

４５-２４６３ 

開 催 日 会　場 

9：00～16：00

お申込方法 

受付時間 

お気軽に 

ご相談 

ください。 

●何歳からもらえるの？ 

●受給するにはどんな手続きが必要？ 

●６０歳以上で在職中だけど、請求できるの？ 

　など、専門員が疑問にお応えします。 

お問い合わせ先 

詳しくは各支店窓口までお問い合わせください。 

年金友の会と
共済友の会が
親 睦 旅 行

910

年金友の会と
共済友の会が
親 睦 旅 行

年 金 ・ 共 済 親 睦 旅 行

東田支部　黒部峡谷「宇奈月温泉」二川支部　「なんば グランド花月観劇」

老津支部　信州「蓼科グランドホテル 滝の湯」
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共

済

代
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店

紹

介

日

協

モ

ー

タ
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西

崎

モ
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市
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兄
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自
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車

㈲

高

塚

モ

ー
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穂
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自

動

車

整

備

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
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モ
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モ
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タ
ー
ス

丸

善

モ

ー

タ

ー

ス

㈱

ガ

レ

ー

ジ

新

和

㈲

大

塚

モ

ー

タ

ー

ス

㈲

岩

田

自

動

車

㈲

丸

中

自

動

車

佐

々

木

自

動

車

㈲
林
自
動
車
サ
ー
ビ
ス

㈲

堀

江

自

動

車

㈲

高

橋

自

動

車

㈱

丸

武

自
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会

篠

島

自

動

車

商

会

㈲

岡
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自
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Ｃ
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動
車
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自
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車
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前

芝

自

動

車

㈲

㈱

太

田

モ

ー

タ

ー

ス

中
村
自
転
車
モ
ー
タ
ー
ス

渡

津

自

動

車

工

業

㈱

㈲

杉

野

自

動

車

㈲

中

山

モ

ー

タ

ー

ス

㈲

前

川

自

動

車

エ

ム

エ

ム

オ

ー

ト

㈲

藤

正

オ

ー

ト

永

坂

自

動

車

工

業

所

㈲

司

自

動

車

㈲
シ
バ
タ
モ
ー
タ
ー
ス

三

河

モ

ー

タ

ー

ス

㈱

シ
ゲ
ハ
ラ
自
動
車
鈑
金
塗
装

ダ

イ

ハ

ツ

東

㈲
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
ス
ギ
ウ
ラ

共
済
代
理
店
一
覧 

豊
橋
市
上
野
町

若

見

自

動

車

取
扱
商
品
／
自
賠
責
共
済

昭
和
41
年
に
営
業
を
開
始
し
、
車
検
、
販
売
、

修
理
を
主
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
息
子
さ
ん
を
中
心
に
、
両
親
と
3
人
で

営
業
し
て
い
ま
す
。

お
客
様
に
誠
意
を
持
っ
て
対
応
し
、
一
つ
一
つ

の
仕
事
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
ま
す
。

豊
橋
市
東
幸
町

佐

々

木

自

動

車

取
扱
商
品
／
自
賠
責
共
済

昭
和
42
年
に
大
山
町
で
営
業
を
開
始
し
、
昭
和

48
年
か
ら
現
在
の
場
所
で
営
業
を
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
作
業
を
丁
寧
に
大
切
に
行
う
よ
う
に

心
が
け
て
営
業
を
し
て
い
ま
す
。

豊
橋
市
植
田
町

穂

浪

自

動

車

整

備

取
扱
商
品
／
自
動
車
共
済
・
自
賠
責
共
済

昭
和
42
年
に
営
業
を
始
め

ま
し
た
。
今
の
場
所
に
は
平

成
元
年
に
移
り
、
今
年
で
20

年
に
な
り
ま
す
。

親
切
・
丁
寧
・
迅
速
を
心

が
け
、
お
客
様
に
好
感
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
息
子
さ
ん
も
加
わ
り
、
家
族
3
人
で

元
気
に
営
業
し
て
い
ま
す
。



ちょきんぎょ 
らくがきちょう 

　クレヨン 

お1人様1個とさせていただきます。 

数に限りがございますので、お早めにご来店ください。 

お年玉を貯金したら、上記プレゼントがもらえるよ!

※プレゼントの写真はイメージです。変更になる場合がございますのでご了承ください。 

ちょきんぎょ 
バンダナ 

ちょきんぎょ 
手提げ袋 

ちょきんぎょ 
4色ボールペン 

　ノート 

ちょきんぎょ 
バンダナ 

ちょきんぎょ 
4色ボールペン 

　ノート 

ちょきんぎょ 
らくがきちょう 

　クレヨン 

ちょきんぎょ 
手提げ袋 
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138号20年12月　JA豊橋女性部　 25-9225

毎年恒例のミニデイサービスを10月30日に天伯原

支部が行いました。朝早くから女性部員はお弁当づく

りに大忙し。少しでも参加者の皆さんが喜んでもらえ

るように心をこめ、約30食を作りました。

参加者はゆったりとみんなで話しながら工作やゲー

ムをして、大変盛り上がる会となりました。

天伯原　ミニデイサービス報告

11月5日に本店・料理教室にて健康料理教室

を行いました。6月に続いて、今回が2回目です。

講師に厚生連より栄養士さんを招き、バランスの

よい料理づくりの説明を受けながら勉強し、ぶり

大根・小松菜とにんじんの和え物・さつま芋の味

噌汁・柿の入った焼餅を作りました。季節の食べ

物を取り入れ、彩り鮮やかに出来上がりました。

今年で3回目となる、豊橋唯一の女子サッカー

チーム「セントラルFC」の子供たちを対象とし

た料理教室が11月8日に行われました。今回初め

て、子供たちだけでグループを作り調理をしまし

た。なれない手つきながらも、好奇心旺盛な子供

たち。前回よりもあきらかに興味を示していまし

た。1時間ほどで冬瓜のカレースープ・おし寿司・

さつまいも団子を完成させました。ミニトマトだ

けで作ったジ

ュースを子供

たちに配り、

手づくりのお

いしさを味わ

ってもらいま

した。

子供料理教室報告 健康料理教室報告

10月27日に「家の光」記事活用発表会が岡崎に

て行われました。雑誌「家の光」からヒントを得た

活動の作文発表会です。今年度は、JA豊橋女性部

会副会長・松本照代さんが石巻地区でのふれあい市

について、立ち上げから現在までの状況について自

身の体験を基に話され、みごと審査員特別賞をいた

だきました。

「家の光」記事活用発表会報告



健診申込書

住　所

氏
ふりがな

　名 生年月日　　 T. S.  H　　　年　　　月　　　日

電　話 性　　別　　　　男　　　　女　　

健診を受けたいものに○印

　1. 集団人間ドック 4. 子宮がん検診

　2. 肺がん検診 5. 骨粗しょう症検診

　3. 大腸がん検診

利用者コード（8桁）

希望健診日　　　　　　月　　　　　　日

健診会場　(　　　　　　　　　　　　　　　　)

支払い方法　　1. 現金　　　2. 普通貯金(口座名　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

支店名：　　　　　　　　　　　　　　　　　口座番号： 

健診申し込みは 
支店窓口まで 

生活開発部生活指導係　　25-9225

1516

　自分の体を知るために、年に一度は定期健診を受けましょう。
　人間ドックは女性部員以外の方でも受けることができます。大腸がんにかかる人の割合が
年々多くなってきています。大腸がん検診も人間ドックと併せて受診することをお勧めします。
◎今年度からの健康診断について……今年度から健診項目が変わります。健診を受けられる皆様に対しては、今ま

でと同様の健診に加えて、内臓脂肪による糖尿病性動脈硬化を早期発見するための項目を増やしました。

※健診項目が変更されたため、料金が変更になりました。

介護予防のための生活機能評価
健診を受診された65歳以上の希望者の方に無料で実施します。
内容：基本チェックリスト（アンケート）・医師の診察時、追加項目があります。

健診メニュー

キ　リ　ト　リ

※ご記入頂いた個人情報は、健診の受付・案内・代金の振替などの健康管理活動実施以外の目的には使用いたしません。

開催日 開催場所 締め切り 開催日 開催場所 締め切り

H211月26日 本 店 H211月 7日 H212月 6日 大 村 支 店 H211月20日

H211月29日 第6事業所（石巻） H211月13日 H212月10日 本　　 店（野 依） H211月26日

H212月 2日 大 崎 支 店 H211月16日 H212月18日 二 川 支 店 H211月30日

H212月 4日 吉 田 方 支 店 H211月20日 H212月25日 福 岡 支 店 H212月 6日

●当日受付時間…AM7：30　●健診開始…AM8：30
※共済友の会に加入されている方については、一世帯、年間最高5,000円まで助成があります。

健診は受けっぱなしにせず、その後が大切です。健診受診者を対象に健診結果説明会
を後日実施する予定です。ぜひ、ご参加してください。

◆大腸がん検診（便潜血2日法）
……………………………1,050円

◆肺がん検診（かく痰細胞診）
……………………………1,420円

◆子宮がん検診（膣スメア細胞診）
……………………………1,400円

◆骨粗しょう症予防検診 …2,100円

◆ 腹部超音波健診 ………3,000円
※別途日程で後日開催・人間ドックを受

診された方のみ対象・人間ドック当日
に申込受付

各種がん検診他

◆問診
◆診察
◆身体測定
（身長・体重・腹囲）
◆血圧測定
◆尿検査
（尿糖・尿蛋白・尿潜血）
◆心電図
◆胸部レントゲン

◆胃部レントゲン
◆血液項目

脂質：中性脂肪・HDL-C・LDL-C
肝機能：AST・ALT・γ-GT
代謝系：空腹時血糖・HbAlc
蛋白：アルブミン
腎機能：クレアチニン・尿酸
貧血：赤血球・Hb・Ht
白血球

………………… 料金 8,990円

（税込）（税込）




